
【海苔の養殖】

・松川浦の海苔の歴史

松川に住んでいた在郷給人の高玉仁兵衛さんが、安政年

間 (1854～ 1860)に下総国の行徳 (千葉県市川市)に
行き、技術を習得して松川浦で海苔の養殖を始めたとか、

安政 2年に松川集落の人が江戸の浅革から海苔のもとと

なる藻を移入して養殖に成功したなどと言われているそ

うです。

自立した生業になるのは松川集落の場合でも明治 40年
代からだそうです。岩子で海苔養殖を始めたのは大正 12
年 (1923)からで、松川浦で養殖が広<できるようにな
つたのは昭和 7、 8年ごろからだそうですよ。

・ 松川浦の海苔の種類

松川浦の海苔は黒海苔と青海苔の 2種類があります。以前は海苔養殖と言えば黒海苔いわ

ゆるアサクサノリの養殖だつたそうです。黒海苔は赤みを帯び柔らかい早生品種です。昭和
55年ごろには黒海苔はほとんど採れな<なつたそうです。

青海苔はヒロハノヒトエグサという品種で、黒海苔よりも香りが強<、 昭和 42年ごろに

浜名湖から種子を持ち込んだそうです。青海苔はどちらといえば淀んだ場所を好むそうで、

昭和 50年代からは松川浦の海苔生産の主流になったそうです。

【松川浦の製塩】

・松川浦周辺の製塩の由来

元禾□(げんな)元年 (1615)、 下総国行徳 (千葉県市川市)の玄蕃 (げんば)さんが全国を行
脚して、たまたま和田村 (相馬市和田)|こ来て鈴木惣右衛門兼久さんの家に滞在していたと

き、相馬沿岸の自然地形を見て、玄番さんの故郷の行徳に似ていたので良い塩田になると判

断し、鈴木惣右衛門さんの協力を得て塩田を開いて製塩したところ、良質の塩ができたのが

始まりといわれているそうです。最上の塩田になつたと言われていますよ。

明)台 21年の松川浦真景 (「松川浦ものがたり」より)(文字島～沖賀島～塩日に橋が架かつている。)

相馬で生産された塩は、亘理町荒浜から阿武隈川を上る川通り、丸森町大内を通り中通り
地方へ行<陸通り、鹿島区から飯舘村、川俣町を通つて三本松市へ入る奥州西街道 (いわゆ
る「塩の道」)など広<普及していつたとのこと。

★ここまでが、松川浦の概要です。松川浦には、いろいろなことがあるんですね。

(松川浦の海苔 )
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